
携帯電話教室 

１ 開始の経過 

 児童・生徒による携帯電話の利用が急速に拡大し「携帯電話の安全な使い方」

や「使用方法に関するモラルやマナー」が社会問題化したことを受け、携帯電

話の安全な使い方とフィルタリングの普及啓発を図ることを目的に、ＣＳＲ

（企業の社会的責任）活動による携帯電話教室を開催。 

 

２ 開始年月 

  平成 20年度から（試行：平成 19年 12月～） 

 

３ 事業の概要 

 児童・生徒が、携帯電話の安全な使い方に係る知識とマナーに関する理解を

深め、携帯電話に係る様々なトラブルを未然に防止するため、企業の講師を学

校へ派遣し、社会貢献活動（講師派遣・資料配付）による携帯電話教室を実施

している。 

 

４ 協力企業 

株式会社ＮＴＴドコモ 

ＫＤＤＩ株式会社 

 

５ 対象 

県内の公立小学校、義務教育学校、中学校、中等教育学校、高等学校、特別

支援学校の児童、生徒、保護者及び教職員 

＊児童・生徒対象教室への保護者参加についても推奨する。 

 

６ 役割分担 

(1) 県教育委員会 

協力企業との連絡調整等 

(2) 市町村教育委員会 

所管する学校への周知等 

(3）学校及びＰＴＡ団体 

対象者等への周知・募集、会場準備、マイク・アンプ・プロジェクター・

パソコン等の準備等 

(4) 協力企業 

学校及び関係するＰＴＡ団体との事前打合せ、講師派遣、教材の作成、県

教育委員会への実施計画及び実施報告の提出、効果測定等 
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